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この「定期講習」は建築物石綿含有建材調査者講習等登録規程 第８条に基づき実施するものであり、建築物の

解体・改修工事における事前調査を適正に実施するために、石綿事前調査者の知識及び技能の維持・向上を図る

ことを目的としています。

また、厚生労働省からの要望（実地研修など）を取り入れ、調査方法、安全対策の基礎知識やばく露防止策、

さらには近隣住民への説明を含むリスクコミュニケーションなど、幅広い知識と対応力につながる情報を学んで

いただける内容のプログラムを実施します。

受講対象は、資格取得されたすべての方々であり、資格取得後、５年以内の方は速やかに｢定期講習｣受講が推

奨されています。石綿等による健康被害を起こさない事前調査のためぜひご受講ください。

石綿事前調査者資格定期講習

石綿事前調査者講習登録機関協議会からのご案内

◆受講対象者

一般建築物石綿含有建材調査者を修了された方

※受講対象となる資格取得期間：2020（R2）年～2025（R７）に資格を取得された方

◆受講料（消費税込・テキスト代含む）

４４，０００円

石綿事前調査者講習登録協議会 とは

※石綿事前調査者講習登録機関協議会は、厚生労働省主催による準備委員会で設立された協議会ですが「任意団体」であるため営利活動を

いたしません。そのために協議会は講習実施母体とはならず、技術部会が認定した講習機関で講習会を管理・実施いたします。

開催地区 講習日程（1.5日間） 会場名

横浜
2026年 9月 3日（木）
2026年 9月 4日（金）AM

神奈川産業振興センタービル
神奈川県横浜市中区尾上町5-80

福岡
2026年 9月17日（木）
2026年 9月18日（金）AM

天神幸ビル
福岡県福岡市中央区天神4-2-20

◆開催日程

※各日程の申込状況及び会場情報等の詳細はホームページでご確認ください



【お問い合わせおよび申込先】

◆講習内容

時間 内容

１日目

15分程度 ガイダンス、「定期講習」受講での留意事項

45分程度
建材実地研修：建材サンプルを見て・触って、
さらにＯＪＴにて講師からの説明や受講者の質問に応え、理解を深める

60分程度 書面調査と現地目視調査の留意点

90分程度 建材ごとの調査方法の留意点

60分程度 リスクコミュニケーションの重要性（事故事例・違反事例含む）

45分程度
工作物における資格制度とその適応範囲
一般建築物石綿含有建材調査者でも良いとされる適用範囲での留意点

45分程度 石綿事前調査における留意事項（巻末23解説）

90分程度
「定期講習」全体の留意点
自己チェック：建材のレベル判断、ばく露防止対策や法令理解度

２日目

10分程度 ガイダンス

60分程度 更新試験：建材のレベル判断、ばく露防止対策や法令理解度

70分程度 分析マニュアルに基づく留意事項

60分程度 更新試験全体の振り返り、更新採点

10分程度 更新終了、修了証配布

40分程度
不合格者へ
希望者はフォローアップ及び再試験、合格者への修了証配布
※再試験40分は「助成金」対象ではありません

◆助成金の活用について

受講料（４０，０００円税別）に対し、助成金の申請が可能です。

【中小企業】１名につき ２７，６００円程度

【大 企 業 】１名につき １６，８００円程度

定期講習のお申込み、講習内容、助成金 等 については、

下記の QRコード または 石綿事前調査者講習登録機関協議会で

検索され、ホームページ をご確認ください。

石綿事前調査者講習登録機関協議会
〒530-0046 大阪市北区菅原町8-14 一般社団法人 環境科学対策センター 気付

※休憩時間：10分×5回(お昼休憩を除く)

「定期講習」受講者は更新試験の「合格」「不合格」に関わらず、講習時間12時間受講を正規に「助成金申請」できますのでご安心ください。

E-mail : info@asb-consortium.com

050-3529-9704 電 話 受 付 時 間
平日 9:00～17:00
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